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＜連絡事項＞

転入

・相内のぶ様…17日（火）東Ａ→南Ｄ201号室へ転入となっています。

　　　　　　主治医：千葉良Ｄｒ．・院長

　　　　　　アルツハイマー型痴呆で不眠・徘徊・奇声あり入院されています。入院直後より食事の拒否ありますが、現在はゆっくり摂取されています。自分のペースを乱されると不機嫌になると情報あります。臨時薬処方となっているエンシュアリッキトの補助飲料がＤユニット与薬カート上にありますので毎食後に1本飲ませてください。

　　　　　　※栄養摂取カロリー・水分のin・out（排尿・便の回数）計測している患者様です。準夜で1日のトータルin・out記載して下さい。なお、排泄に関しては、本人様のオマルを使用し、計測しています。トイレに行く際はオマルに排泄していただき、オマルは詰所保管になります。（リハビリパンツ使用しています。）

　　　　　　※栄養摂取カロリーは食事の摂取量をパソコンに入力するとカロリー計算できます。（B・Dユニットのパソコンデスクトップにショートカットを出しています。）家族への移棟の連絡は済んでいます。業者洗濯になります。

・浜中トキエ様…現在、大声で叫ぶこともなく症状落ち着いているため、①リントン（1.5）→　　　　　　　　　　　　　　　（0.75）1Tへ減薬となります。

・佐々木喜代治様…足腰の筋力低下予防のため、日中はできるだけ車椅子使用せずに歩行にて移動して頂く様に関わっていきましょう。　　　　　　　　
・根市巳佐男様…レントゲンの結果、異常ないため、内服薬処方ありません。

・小泉　きみ様…点滴３日分処方となっています。

1 ペンライブ500ml＋ダイビタミックス１A＋アスコルビン酸１A

2 生食100 ml＋フルマリン（１ｇ）１A

3 ５%キシリット500 ml

4 生食100 ml＋フルマリン（１ｇ）１A

5 ペンライブ500ml

金曜日に千葉良Ｄｒ.に報告し処方を確認して下さい。

・工藤孝一様…19日（木）10時頃グループホームの方が調査に来た際、スタッフについて欲しいそうです。（ケアワーカーでもよいとのこと）Ａユニットの玄関から来るので来たらPSWの泉さんへも連絡して下さい。
・戸賀沢庄司様　　下痢はないため食事変更（卵・牛乳禁→卵・牛乳Ｏ・K）となっています。
市橋ヒデ様
＜褥瘡検討＞…杉澤Ｎｒ.より

・橋本　万様…夜間のトイレ誘導は23時・6時となっていますが、4時もポータブルトイレでの排泄介助お願いします。臀部の褥瘡は上皮化していますのでアズクロ塗布するようにしましょう。夜間、褥瘡部のラップがとれていたら貼り直す様にお願いします。食事摂取はできています。オムツ交換時、臥床したまま腹圧をかけて排尿させない様に、ポータブルトイレで排泄していきましょう。出来る限り車椅子に座ったままにならない様にプログラム終了後は臥床させたりしていきましょう。
・北山　和子様…食欲あり、尿失禁もありません。できれば歩行させましょう。踵部からの浸出液ありますので、足浴してラップ保護して下さい。おやつに補助食品（１日１本）ありますが、摂取できなかった場合は食事時飲ませて下さい。

・南市三郎様…踵部の褥瘡はよくなってきていますので処置は継続していきましょう。腰上げなど自分でできることはしていただきましょう。血液検査データをみていきましょう。

・小泉きみ様…褥瘡部の悪化みられています。

・上野眞二様…手すりにつかまり、午前・午後１回ずつ立位訓練していきましょう。介助時、摩擦により褥瘡悪化しますのでズボンを持たずに両脇を支える様にして下さい。臀部に褥瘡できています。失禁時は拭く様にしましょう。夜間、体位変換していきましょう。食事拒否することあります。面会時、奥様に情報提供し、本人様の食べたいものをもってきていただく様に伝えています。以前はまんじゅうなど常に間食していたと情報いただいています。

・鳥喰經三様…褥瘡部よくなりません。食事摂取少なく、ご家族は心配されています。買い物についたスタッフは水曜日以外でもおやつを購入し間食させるようにしていきましょう。

＜老人性痴呆疾患治療病棟患者様評価＞…PSW泉さんより

　・大平　よし様　　　　　　　・板垣　富蔵様　　　　

　　・戸賀沢　庄司様　　　　　　・戸賀沢　庄司様

　　・鳥谷部　國光　　　　　　　・鳥谷部　國光様
計１３名実施しています。

　　・中川原　清美様　　　　　　・南　市三郎様　　　　残りの患者様は後日実施予定です。

　　・瀬川　はな様　　　　　　　・小泉　きみ様

　　・五十嵐　タイ様　　　　　　・浜中　トキエ様

　　・槇　滋様　　　　　

